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︵
４
〜
７
ペ
ー
ジ
中
段
ま
で
︶

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
24
人
37
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

︵ 

他 

は
そ
の
他
の
質
問
︶

府 中 本 町 駅 周 辺 整 備
　跨

こ

線橋へのエレベーター設置等
市 　 の 　 考 　 え 　 は

設置のスペース等の課題があり
　その把握に努めていきたい

下 水 道 の 再 整 備 に 伴 う
 延 長 距 離 と 費 用 は

延長距離は約６００キロメートル
 費用は約９３０億円を見込む

環

境

施

策

の

安

定

的

な

推

進

　

  

ご
み
有
料
化
に
よ
る
収
入
を
元
に

　

基

金

を

創

設

す

る

考

え

は

基

金

の

創

設

を

含

め

　

早

急

に

検

討

し

て

い

く

観光振興の一層の飛躍
 市　の　考　え　は

ふちゅうロケーションサービス
推進協議会を立ち上げた

犯

罪

ゼ

ロ

の

ま

ち

府

中

を

目

指

し

　
　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
増
や
す
考
え
は

犯

罪

の

発

生

動

向

を

見

な

が

ら

　

設

置

を

検

討

し

て

い

く

日
新
町
四
丁
目
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　
　

本

市

の

補

助

金

等

の

支

援

状

況

は

市
補
助
金
は
１
億
５
９
８
０
万
円

　
　
　

総
事
業
費
に
対
す
る
比
率
は
14
・
４
％

林　

辰
男
議
員︵
市
政
︶　

昭
和
49

年
に
武
蔵
野
線
の
敷
設
に
伴
う
府

中
本
町
駅
の
全
面
改
修
に
よ
り
、

鎌
倉
街
道
は
分
断
さ
れ
大
き
く
う

回
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歩
行
者
用
と
し

て
府
中
本
町
跨こ

線
橋
が
設
置
さ
れ

た
と
思
う
が
、
ら
せ
ん
部
が
２
回

転
半
も
あ
り
、
こ
う
配
も
き
つ
い

た
め
大
変
危
険
で
不
便
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
跨
線
橋
へ
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長　

同
跨
線
橋
の
ら
せ
ん
部
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
向
け
た

検
討
に
つ
い
て
は
、
構
造
上
の
チ

ェ
ッ
ク
、
設
置
の
ス
ペ
ー
ス
、
関

係
機
関
と
の
協
議
等
の
課
題
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
把
握
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。

議
員　

府
中
本
町
駅
西
側
の
公
園

に
は
、
大
き
な
三
角
形
の
石
積
み

が
あ
り
、
撤
去
す
れ
ば
公
園
内
が

広
く
な
り
、
盆
踊
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
も
使
い

易
く
な
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

水
と
緑
事
業
本

部
長　

石
積
み

の
撤
去
を
含
む

再
整
備
に
つ
い

て
は
、
地
元
自

治
会
と
相
談
を

行
う
な
ど
検
討

し
て
い
き
た
い
。

松
村　

寿
志
議
員︵
市
政
︶　

平
成

21
年
１
月
に
策
定
し
た
府
中
都
市

計
画
日
新
町
四
丁
目
土
地
区
画
整

理
事
業
助
成
金
交
付
要
綱
で
は
、

事
業
費
の
25
％
が
補
助
金
の
上

限
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
将
来
市

に
移
管
す
る
道
路
の
公
共
施
設
を

組
合
が
整
備
し
て
い
く
こ
と
か
ら

も
、
組
合
が
必
要
と
す
る
補
助
金

の
額
に
つ
い
て
は
、
上
限
に
近
づ

け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
同
区
画
整
理
事
業
に

関
し
て
、
同
時
施
行
さ
れ
る
国
立

市
下
新
田
土
地
区
画
整
理
事
業
と

比
較
し
た
場
合
の
本
市
の
補
助
金

等
の
支
援
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

小
野
寺　

淳
議
員︵
市
政
︶　

本
市

で
は
、
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
廃
止

し
、
ご
み
収
集
方
式
を
、
戸
別
・

有
料
収
集
に
切
り
替
え
た
。

　

そ
こ
で
、
ご
み
有
料
化
に
よ
る

収
入
を
ど
の
よ
う
な
財
源
と
し
て

い
く
の
か
知
り
た
い
。

　

ま
た
、
ご
み
有
料
化
に
よ
る
収

入
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
環

境
施
策
全
体
を
安
定
的
に
推
進
し

て
い
く
た
め
の
財
源
と
し
、
基
金

を
創
設
し
て
は
ど
う
か
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
。

市
長　

ご
み
の
有
料
化
に
よ
る
収

入
は
、
ご
み
の
収
集
運
搬
、
焼
却

処
分
等
に
か
か
わ
る
経
費
の
一
部

と
し
て
使
用
す
る
。

　

環
境
施
策
は
、
本
市
の
重
点
施

策
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
ご
み
減
量
効
果
に
よ
る
焼
却

費
用
の
状
況
な
ど
も
見
極
め
な
が

ら
、
環
境
施
策
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
基
金
の
創
設
な
ど

を
含
め
て
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

他 

府
中
市
営
第
７
西
府
町
住
宅
の

建
て
か
え
に
つ
い
て
●

日
鋼
団
地
建

て
か
え
へ
の
国
や
都
等
の
財
政
支

援
活
用
に
つ
い
て
︵
そ
の
２
︶

比
留
間　

利
蔵
議
員︵
市
政
︶　

下

水
道
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

道
路
雨
水
ま
す
を
浸
透
ま
す
に
す

る
な
ど
、
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等

へ
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
老
朽
化
し
た
下
水
道

管
の
再
整
備
に
伴
う
延
長
距
離
と

費
用
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
再
整
備
の
工
事
は
ど
の

よ
う
な
方
法
で
の
実
施
を
考
え
て

い
る
か
。

環
境
安
全
部
長　

平
成
20
年
度
に

下
水
道
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
武
蔵

野
市
の
計
画
で
は
、
２
５
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
３
８
９
憶
円
と
試
算

し
て
お
り
、
こ
れ
を
参
考
に
す
る

と
本
市
の
延
長
距
離
が
約
６
０
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
た
め
、
費

用
は
約
９
３
０
億
円
に
な
る
。

　

ま
た
、
工
事
方
法
つ
い
て
、
口

地
区
整
備
推
進
本
部
長　

日
新
町

四
丁
目
地
区
の
総
事
業
費
が
11
億

１
０
０
０
万
円
、
そ
の
う
ち
市
補

助
金
は
１
億
５
９
８
０
万
円
で
あ

る
。
国
立
市
下
新
田
地
区
の
総
事

業
費
は
４
億
２
２
０
０
万
円
で
、

市
補
助
金
が
６
１
７
０
万
円
と
な

っ
て
お
り
、
総
事
業
費
に
対
す
る

市
補
助
金
の
比
率
は
、
本
市
が
14

・
４
％
、
国
立
市
が
14
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。

他 

日
新
町
５
丁
目
三
屋
通
り
に
つ
い

て

径
が
大
き
い
幹
線
に
は
大
量
の
汚

水
が
流
れ
て
お
り
、
道
路
を
開
削

す
る
方
法
で
は
布
設
ス
ペ
ー
ス
の

有
無
や
費
用
の
問
題
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
内
側
を
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

等
で
補
強
す
る
管
更
生
工
事
で
の

対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

他 

本
年
度
の
事
業
成
果
と
平
成
22
年

度
の
予
算
に
つ
い
て

村
木　

茂
議
員︵
市
政
︶　

府
中
駅

南
口
周
辺
の
再
開
発
事
業
が
進
み
、

市
内
小
売
業
の
年
間
販
売
額
は
大

き
く
増
加
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
小
規
模
な
小
売
店
等

の
事
業
所
数
は
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
す
る
、
市
の
考
え
と
方

向
性
を
聞
き
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

小
売
店
の
経
営

状
況
は
、
景
気
の
低
迷
、
経
営
者

の
高
齢
化
な
ど
で
大
変
厳
し
い
と

認
識
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
新
元
気

を
出
せ
商
店
街
補
助
事

業
等
を
積
極
的
に
活

用
し
、
集
客
・
売
上
げ

の
増
加
な
ど
地
域
経
済

の
活
性
化
が
進
む
よ
う
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、

支
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
市
の
観
光
振

興
に
つ
い
て
は
、
観
光

協
会
等
と
協
働
し
、
一

層
の
飛
躍
が
必
要
と
思

う
が
、
市
の
考
え
を
聞

き
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

ふ
ち
ゅ
う
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
推
進
協
議
会

を
立
ち
上
げ
、
映
画
や
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
な
ど
の
撮
影
を
誘
致
し
、
映

像
を
通
じ
た
府
中
の
P
R
や
映
像

制
作
へ
の
市
民
参
加
等
を
進
め
て

い
き
た
い
。

他 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

市
川　

一
德
議
員︵
市
政
︶　

近
年
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
は
、

決
し
て
他
人
事
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
状
況
に
あ
る
。

　

少
し
で
も
犯
罪
被
害
を
減
少
さ

せ
、
犯
罪
ゼ
ロ
の
ま
ち
府
中
を
目

指
す
べ
き
と

思
う
が
、
市

は
、
警
察
と

の
協
力
体
制

の
強
化
と
防

犯
施
策
に
つ

い
て
、
ど
の

よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
い

る
の
か
聞
き

た
い
。

市
長　

警
視
庁
か
ら
市
職
員
と
し

て
警
察
官
の
派
遣
を
受
け
、
専
門

的
な
対
応
や
警
察
と
の
調
整
な
ど

に
努
め
て
お
り
、
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
等
に
よ
る
犯
罪
情
報

の
提
供
な
ど
警
察
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
犯
罪
防
止
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

議
員　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
抑

止
効
果
が
あ
り
、
そ
の
有
益
性
は

明
ら
か
で
あ
る
。

　

今
後
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

増
や
す
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

犯
罪
が
多
く
発

生
し
、
対
策
の
必
要
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
地
域
の
自
治
会
等
が
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
際
に
は
、

設
置
費
用
の
補
助
を
し
て
お
り
、

今
後
も
、
犯
罪
の
発
生
動
向
を
見

な
が
ら
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

　▲府中本町跨線橋

　▲府中駅ペデストリアンデッキでの撮影風景

　▲街灯に設置された防犯カメラ
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